
1915（明治11）年に創立した、佐賀県東部の「神埼市立千代田東部小学校」は、現校舎になってから約40年以上経過。校舎全体の給排水設備などの老朽化が進んでいたため、体育館を含む全体のトイレ改修が実施された。

水まわりの特長
改修の経緯
佐賀県神埼市は、2006（平成18）年に神埼町、千代田町、脊振村の3町村が合併し、それに伴い「千代田町立千代田東部小学校」は「神埼市立千代田東部小学校」に名称を変更。当校では、校舎全体の給排水設備などの老朽化問題への対策や、地域の避難所としての役割も担うことから、だれもが安全で快適に利用できる環境整備が求められていた。そこで神埼市は「時代に即した多機能かつ高機能な教育環境」をコンセプトに改修を計画。老朽化への対応・生活様式の変化・避難所機能の強化を視野に、全校舎のトイレ改修が実施された。限られたスペースの中で、学習環境の多様化に対応、衛生面や防犯面にも配慮した安心できる空間づくりを実現。児童の使いやすさと将来を見据えた、すてきなトイレ空間に生まれ変わった。

トイレの特長
改修では、全大便器の洋式化と、すべてのブースに手すりを設置。生活様式の変化に伴い、家庭と同じ感覚で使用できるよう配慮し、児童のストレスを軽減した。また、校舎と体育館にバリアフリートイレを完備し、災害時の避難所としての機能も強化している。衛生面では、床を水で清掃する湿式清掃から乾式清掃に変更し、清潔でにおいの少ない空間を実現。さらに、感染症対策も視野に入れ、非接触の自動水栓を導入した。また、限りあるスペースを有効活用するため、ブース扉に折戸や引戸を採用して、通路幅を確保する設計も施されている。改修後は「ショッピングセンターのトイレのよう」と児童の声を得る、明るくきれいな空間を実現。教職員からも好評で、学校生活に新たな潤いをもたらしている。

建築概要
名称	 神埼市立千代田東部小学校
所在地	 佐賀県神埼市千代田町渡瀬1964
施主	 神埼市
設計	 株式会社MACアーキテクツ
施工	 牟田・エースホーム特定建設共同企業体
竣工年月	 （改修）2025年2月
敷地面積	 16,720㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498系	
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5831系
ウォシュレットアプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5841AUP系
自動洗浄小便器：UFS900JCS／ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
マルチユーザー向けカウンター：MLUA／洗面器：LS351C
台付自動水栓：TLE28SS1A／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAZ01系、UADAK21系
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
フック：YKH21R／パブリック用手すり：T112C8、T112CL9、T112CU22

限られたスペースの中で器具数や通路幅を確保するため、ブース扉は折戸や引戸を採用。気兼ねなく利用できる擬音装置「音姫」付きウォシュレットアプリコットPを設置し、節水や清掃の維持管理にも配慮している。校舎のトイレは、和式便器をなくし、すべて洋式便器に変更。大便器は、連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式にウォシュレットアプリコットP。小便器は、清掃性に優れた壁掛型としている。体育館のバリアフリートイレには、車いす使用者だけでなくオストメイトへの配慮としてパウチ・しびん洗浄水栓付背もたれを設置。また、ベビーチェアやフィッティングボードも設置され、お子様連れにも配慮している。

体育館のトイレは、地域開放やイベントでの利用を想定し、ひと目でわかるよう大きなイラストと色分けで視認性を高めている。さらに、背が低い児童やお子様の視線に配慮し、サインを低めに掲示している。

改修前の体育館トイレは、男子はブルー、女子はピンクを基調とした、男女で異なる内装。洗面コーナーには、ネットに入れられた固形石けんが設置されていた。教職員用トイレには、衛生性に配慮し、風の吹き返しや水滴の飛散を抑制する吸引式のクリーンドライを設置。さらに、プライバシー配慮として小便器の間に間仕切り壁を設けている。校舎の児童用バリアフリートイレには、清掃性のよい壁掛式大便器とオストメイトパックを完備した、コンパクト・バリアフリートイレパックを採用している。

災害時に防災拠点として使用されることや学校行事で保護者や地域の方などが来校されるため、さまざまな利用者を想定し、女子トイレに広めのブースを1ヶ所設置。お子様連れ配慮として、ベビーチェアなどを設けている。
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体育館 女子トイレ 災害時に防災拠点として使用されるこ
とや学校行事で保護者や地域の方な
どが来校されるため、さまざまな利用
者を想定し、女子トイレに広めのブース
を1ヶ所設置。お子様連れ配慮として、
ベビーチェアなどを設けている。

児童用 
バリアフリートイレ

校舎の児童用バリアフリートイレには、
清掃性のよい壁掛式大便器とオストメ
イトパックを完備した、コンパクト・バリア
フリートイレパックを採用している。

教職員用トイレ 教職員用トイレには、衛生性に配慮
し、風の吹き返しや水滴の飛散を抑
制する吸引式のクリーンドライを設置。
さらに、プライバシー配慮として小便
器の間に間仕切り壁を設けている。

改修前 改修前の体育館トイレは、男子はブ
ルー、女子はピンクを基調とした、男女
で異なる内装。洗面コーナーには、ネッ
トに入れられた固形石けんが設置さ
れていた。

体育館 トイレ入口 体育館のトイレは、地域開放やイベン
トでの利用を想定し、ひと目でわかるよ
う大きなイラストと色分けで視認性を
高めている。さらに、背が低い児童や
お子様の視線に配慮し、サインを低め
に掲示している。

体育館 
バリアフリートイレ

体育館のバリアフリートイレには、車い
す使用者だけでなくオストメイトへの
配慮としてパウチ・しびん洗浄水栓付
背もたれを設置。また、ベビーチェアや
フィッティングボードも設置され、お子
様連れにも配慮している。

児童用 男子トイレ 校舎のトイレは、和式便器をなくし、す
べて洋式便器に変更。大便器は、連
続洗浄可能なパブリックコンパクト便
器・フラッシュタンク式にウォシュレットア
プリコットP。小便器は、清掃性に優れ
た壁掛型としている。

児童用 女子トイレ 限られたスペースの中で器具数や通
路幅を確保するため、ブース扉は折
戸や引戸を採用。気兼ねなく利用でき
る擬音装置「音姫」付きウォシュレット
アプリコットPを設置し、節水や清掃の
維持管理にも配慮している。
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水まわりの特長
改修の経緯
佐賀県神埼市は、2006（平成18）年に神埼町、千代田町、脊振村の3町村が合併
し、それに伴い「千代田町立千代田東部小学校」は「神埼市立千代田東部小学
校」に名称を変更。当校では、校舎全体の給排水設備などの老朽化問題への対
策や、地域の避難所としての役割も担うことから、だれもが安全で快適に利用でき
る環境整備が求められていた。そこで神埼市は「時代に即した多機能かつ高機
能な教育環境」をコンセプトに改修を計画。老朽化への対応・生活様式の変化・
避難所機能の強化を視野に、全校舎のトイレ改修が実施された。限られたスペー
スの中で、学習環境の多様化に対応、衛生面や防犯面にも配慮した安心できる
空間づくりを実現。児童の使いやすさと将来を見据えた、すてきなトイレ空間に生
まれ変わった。

トイレの特長
改修では、全大便器の洋式化と、すべてのブースに手すりを設置。生活様式の変
化に伴い、家庭と同じ感覚で使用できるよう配慮し、児童のストレスを軽減した。ま
た、校舎と体育館にバリアフリートイレを完備し、災害時の避難所としての機能も強
化している。衛生面では、床を水で清掃する湿式清掃から乾式清掃に変更し、清
潔でにおいの少ない空間を実現。さらに、感染症対策も視野に入れ、非接触の自
動水栓を導入した。また、限りあるスペースを有効活用するため、ブース扉に折戸
や引戸を採用して、通路幅を確保する設計も施されている。改修後は「ショッピン
グセンターのトイレのよう」と児童の声を得る、明るくきれいな空間を実現。教職員か
らも好評で、学校生活に新たな潤いをもたらしている。

外観 1915（明治11）年に創立した、佐賀県
東部の「神埼市立千代田東部小学
校」は、現校舎になってから約40年以
上経過。校舎全体の給排水設備など
の老朽化が進んでいたため、体育館を
含む全体のトイレ改修が実施された。
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